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１ はじめに 

 全国の沿岸海域では窒素やりん等の富栄養化による赤潮や、それに伴う底層溶存酸素の低下に

よる漁獲量の減少、貧栄養化による養殖海苔の色抜け、化学的酸素要求量（COD）の漸増等の

問題が起こっている。このような状況下において、海域の公共用水域水質監視では通常測定され

ていない物質循環に関連する水質項目について調査し、沿岸海域水環境上有益な知見を提供する

ことを目的に、国立環境研究所および地方環境研究所 19機関による共同研究「海域における水

質管理に係わる栄養塩・底層溶存酸素状況把握に関する研究（研究期間平成 29年度～令和元年

度）」が実施され、当所もこれに参加した。今回は令和元年度までの調査結果および公共用水域

水質監視データの解析結果について報告する。 

 

２ 対象 

調査地点地図を図 1に示す。環境基準点である以下の２

地点を調査対象とし、これらの地点で海水を採取した。 

①五ヶ瀬川導流堤東 750m 

②沖田川河口東 750m 

 どちらも環境基準生活環境項目 A類型（COD環境基準

値 2 mg/L）の海域であるが、市街地や工業地帯から河川

を通じて流入する窒素等の栄養分が多いこと、海岸線が緩

やかな湾状になっていることを理由に選定した。 

 

３ 方法 

 調査方法について図 2に示す。各水質項目について分析

を行い、季節変化と項目間の関係等について検討した。

溶存性および不溶性の成分は図 2のとおりろ過して測定

した。別途、気温、水温、pH、塩化物イオ

ン、電気伝導度，海域版生物化学的酸素要求

量（海域版 BOD)を測定した。底層溶存酸素

（DO）については公共用水域水質監視デー

タを解析した。通常公共用水域水質監視では

全窒素、全りん、全炭素のみを測定している

場合が多いが、今回はその内訳である溶存性

の無機態窒素およびりん酸、懸濁態、溶存態

有機炭素等についても個別に測定を行った。 

 

４ 結果 

 海域版 BOD、COD関連項目の測定結果に

ついては図 3に示す。BOD、CODは夏季が高

く、冬季が低い傾向にあった。DOC、POC、Chl aの測定結果について図 4に示す。Chl aは夏

季、冬季共に増えていたが、最高で 5μg/L程度であった。溶存性窒素濃度の測定結果について

図 5に示す。溶存性窒素の濃度は沖田川河口沖の方が高く、無機態窒素（DIN）の比率、濃度も

高かった。ここからは公共用水域水質監視データを示す。五ヶ瀬川河口沖の底層 DO濃度を図 6

に示す。魚類の生息に十分な濃度があった。平成 25年から平成 31年までの CODの推移につい

て図 7に示す。沖田川河口沖のみを示しているが、五ヶ瀬川河口沖についても COD上昇の傾向

が見られた。 

①五ヶ瀬川導流 
堤東 750m 

②沖田川河口 
750m 東 
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図 1 調査地点地図 
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５ 考察 

BOD、CODは夏季が高く、冬季が低い傾

向にあった。夏季は生物が増殖し、内部生産

が高いためと考えられた。Chl aは夏季、冬

季とも増えていたが、最高で 5μg/L程度で

あり赤潮の目安である 50μg/Lには程遠い状

態だと考えられた。溶存性窒素の濃度は沖田

川河口沖の方が高かった。これは無機態窒素を多く含む浜川が沖田川の河口近くで合流するため

と考えられた。五ヶ瀬川河口沖の底層 DO濃度は底層での魚類の生息に問題ないと考えられた。

平成 25年から平成 31年までの CODについては 2地点共に上昇の傾向が見られた。これは文献

等から植物プランクトンの死骸由来の難分解性有機物によるものと考えられた。  
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図 7 H25～H30年度の CODの変遷 

  

図 6 H25～H30年度の底層 DO 濃度 

  

図 4 有機炭素および Chl a 濃度 

  

図 5 H29年～R元年度の溶存性窒素濃度  

図 3 COD関連項目 


